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Number

86
GIKAI

 

DA
YO

RI

有田市立保田保育所

本会議録画映像
配信中！



【梅本所長】
新しい園舎で子供達は大喜びで、毎日楽しく元気に
遊んでいます。遊具のあるホールも含めて、全館空調
がきいており、駐車場も整備され、熱中症対策や危険
だった園児の送迎の安全が確保されました。

保田保育所の新園舎が3月末に完成し、光や風などの自然を
感じ、くつろぎ、安心できる場となっているほか、「学び」「遊び」
「運動」「交流」の4つの意欲を喚起する環境を備えた施設と
なっています。【園児数：135名（R6.7現在）】

有田市立保田保育所
新園舎が完成!!

02ありだ市議会だより No.86有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています



「議会は何をするところ？」「議員はどんな仕事をしているの？」
市民の疑問を解消し、議会への理解を深めていただくため、
本会議の様子を録画配信しています。
市の未来をつくる議論や決定の瞬間を覗いてみませんか。
ぜひチャンネル登録を!!!

有田市議会 YouTubeチャンネル

有田市議会 検索

https://www.youtube.com/@user-tv2wm4hl9b

【
明
石
市
視
察
】（
５
月
23
日
）

子
ど
も
養
育
支
援
事
業
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
養
育
費
の
立
替

払
い
制
度
や
養
育
費
取
決
め
サ
ポ

ー
ト
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
親
が
養
育
費
を
支
払
わ

な
い
場
合
、
市
が
一
時
的
に
立
替

え
、
そ
の
後
債
権
を
回
収
す
る
仕

組
み
で
す
。
し
か
し
、
債
権
回
収

率
は
２
割
強
に
と
ど
ま
り
、
課
題

が
残
っ
て
い
ま
す
。

市
は
離
婚
時
の
養
育
費
取
決
め

を
支
援
す
る
た
め
、
公
証
役
場
で

公
正
証
書
を
作
成
す
る
た
め
の
書

式
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取

組
に
よ
り
、
明
石
市
の
養
育
費
取

決
め
率
は
全
国
平
均
を
上
回
る
７

割
に
達
し
て
い
ま
す
。

【
姫
路
市
視
察
】（
５
月
24
日
）

学
校
教
育
の
情
報
化
推
進
事
業

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
、
す

べ
て
の
教
室
に
大
型
電
子
黒
板
や

教
材
提
示
装
置
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

基
づ
き
、
児
童
生
徒
一
人
一
台
の

端
末
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
に
は
、
支

援
員
の
訪
問
や
研
修
が
効
果
的
で

あ
る
一
方
、
支
援
員
に
対
す
る
国

の
補
助
が
減
少
す
る
可
能
性
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
姫
路
市
の

取
組
は
規
模
の
大
き
さ
か
ら
く
る

効
率
性
が
際
立
っ
て
お
り
、
当
市

に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
部
分
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

両
市
の
先
進
的
な
教
育
・
福
祉
施
策
を
学
び
、視
察
を
通
じ
て
得
た
知
見
を
、有
田
市
の

教
育
・
福
祉
施
策
の
改
善
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
会 

行
政
視
察

明石市視察

姫路市視察

03 ありだ市議会だより No.86 政治家が病気見舞を出すことは禁止されています



補正予算の概要について

　

六
月
定
例
会
が
六
月
七
日
か
ら
六
月
二
十
七
日
ま
で

の
二
十
一
日
間
で
行
わ
れ
、令
和
六
年
度
補
正
予
算
等
を

賛
成
多
数
で
可
決
。予
算
の
内
容
や
問
題
点
に
つ
い
て
、

様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６月

補正
予算一般会計補正予算額…２億１,９５０万円を増額

	
・物価高騰支援臨時給付金給付事業…２億１,９５０万円 

令和６年分所得税及び個人住民税所得割から定額減税しきれない納
税義務者に、差額を調整給付。
新たに住民税非課税及び均等割のみ課税となる世帯に対しても給付。

【調整給付の内容】
〇定額減税額（1人当たり所得税：３万円、個人住民税所得割：１万

円） 
○給付対象者：定額減税しきれない納税義務者 
○給付見込数：5,000人 

【新たに住民税非課税及び均等割のみ課税となる世帯】 
○１世帯当たり給付：10万円	 ○給付見込数：580世帯 
○子ども加算：5万円	 ○給付見込数：40人

議案第33号 令和６年度
有田市一般会計補正予算（第１号）・専決

所得税・個人住民税の
定額減税

一
人
当
た
り
の

定
額
減
税
額

︵
４
万
円
︶

減税額

＜調整給付金のイメージ＞
減税「前」の税額

所得

減税額 /支援額

定額減税しきれない額
⇒調整給付金を支給

04ありだ市議会だより No.86政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています



一般会計補正予算額…８，２６２万３千円を増額

【主な事業】
・予防接種事業…６，８００万円

新型コロナウイルスワクチン全額公費負担の「特例臨時接
種」が３月末で終了し、以降の接種は「定期接種（一部自己負
担あり）」で実施されるため、接種費用を補正。

 回数時期 ：年１回秋冬ごろ
 接種費用 ：原則として自己負担が発生。

（自己負担額は１，７００円の予定）
 接種対象 ：６５歳以上の方、基礎疾患を有する６０ 歳から６４歳の方 

・学校運動部活動体制整備事業…１１３万９千円
学校部活動による教職員の負担軽減を図るため、持続可能な部
活動と学校の働き方改革実現に向けて、休日の部活動の段階的
な地域移行を検討する費用を補正。

・学校給食センター運営事業…財源更正
県が実施する小・中学校の給食費無償化を実施する市町村へ
の学校給食費の一部補助を受け、１０月から取り組むもので、
歳入予算において、小学生２４０円／食、中学生２６５円／食
から算出される学校給食費負担金３，６５９万１千円を減額す
る一方、県の補助金１，８２９万５千円及びふるさと応援基金
繰入金１，８２９万６千円を計上。

議案第36号 国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議案第35号 令和６年度有田市一般会計補正予算（第２号）

特別会計補正予算額…３８５万円を増額
・マイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴うシステム改修費等の補正…３８５万円

令和6年6月定例会

05 ありだ市議会だより No.86 政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています



６月定例会

 議案審議結果表  口
議案番号 件　　　　　　　　　　名 議　決

年月日 可否

議案第 31 号 専決処分の承認を求めることについて（有田市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例） 6.6.27 承認

議案第 32 号 専決処分の承認を求めることについて（有田市税条例の一部を改正す
る条例） 〃 承認

議案第 33 号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度有田市一般会計補
正予算（第１号）） 〃 承認

議案第 34 号 有田市税条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第 35 号 令和６年度有田市一般会計補正予算（第２号） 〃 可決
議案第 36 号 令和６年度有田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 〃 可決
報　第 1 号 令和５年度有田市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 6.6.7 報告
報　第 2 号 令和５年度有田市上水道事業会計予算繰越計算書の報告について 〃 報告
諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 6.6.27 異議なし
諮問第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 〃 異議なし
発議第 1 号 有田市議会委員会条例の一部を改正する条例 〃 可決
発議第 2 号 有田市議会会議規則の一部を改正する規則 〃 可決
------------ 議員派遣の件について 〃 可決

【固定資産税の前納報奨金の廃止について】
質  固定資産税の前納報奨金をなくすことによって、税収は上がるんですか。
答  令和 5 年度の前納報奨金は約 410 万円あり、その分の歳出が減ります。
質  施行期日が令和 8 年 4 月 1 日になっていますが、いつからか。
答  廃止になるのは、令和 8 年度から。
質  県内で前納報奨金をつけている市町村は。
答  有田市だけ。

【物価高騰支援臨時給付金給付事業】
質  児童 1 人当たり 5 万円の加算について、いつまでに生まれる子供までが対象か。
答  6/3 が基準日。その後に生まれた子供は、10/31 までに申請すれば対象。
質  生まれた子供の分だけ申請するのか。
答  申請が必要ですが、給付対象となる全世帯に、案内を送付。

【新規就農者育成総合対策事業補助金】
質  親が就農していて、その子供が新規として対象に含まれるのか。
答  親が栽培している以外の作物や資機材は対象。

 各委員会で出た主な質疑  

06ありだ市議会だより No.86政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています



一般質問通告一覧表 （令和 6 年 6 月 18 日）

順
　
　
番

氏 名
【会派名】 発　　言　　の　　要　　旨

1
花 野 仁 志

【有志会】
〔一問一答〕

１．ファミール産院ありだ開院にあたって
（１）ファミール産院ありだへの期待について
（２）周辺環境について

２．小学校間交流の提言
（１）ICT での地域 PR
（２）体験活動を通した交流

2
武 田 豊 治

【日本維新の会】
〔一問一答〕

１．市有地整理事業について
（１）計画詳細について

3
成 川 　 満

【政有会】
１．「有田市原産地呼称管理制度」について

（１）経過・意義・効果・今後の予定

4
小 西 敬 民
【日本共産党】

１．有田川下流部の土砂取り除きを
（１）有田川二川ダム放流量について（総量・回数・警報発令回数）
（２）具体的な改修計画はあるか

２．デマンドバス利用無料での進展は
（１）申請人数・利用人数
（２）７５才以上　確認システムを考えて

３．当市の各種団体の女性比率は
（１）市職員の管理職、人権擁護委員会、自治会、教育委員会、

その他ジェンダー問題を考える

5
中 西  登 志 明

【政有会】

１．災害発生時の備えについて
（１）災害ボランティア

２．有田市ＤＸ計画について
（１）市民の利便性の向上
（２）行政の効率化

6
川 島 　 強

【無所属】
〔一問一答〕

１．選挙について
（１）有権者に、興味・関心を持ってもらえるか
（２）選挙ポスターの設置場所について

２．高山川の新規増設ポンプについて
（１）現在の進捗状況と今後の予定について

7
堀 川 　 明
【友和クラブ】
〔一問一答〕

１．有田市幹部職員（特別職含む）の今後の状況について
（１）経済建設部理事の後継について
（２）今年度中に退職される方及び後継について

２．９月で勇退される市長の任期中（１６年間）の思いについて
（１）良かったこと
（２）後任に求めること等

 一 般 質 問 

一般質問 ･ 議案質疑の
動画がご覧になれます。

７
名
が
独
自
視
点
で
質
問・提
言
！
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小
学
校
間
の
交
流
に
つ
い
て
の
提
言

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
の
地
域
Ｐ
Ｒ
作
り

質口 

住
ん
で
い
る
町
の
紹
介
な
ど
、
リ
モ
ー

ト
を
通
し
て
事
前
交
流
を
し
て
も
ら
い

た
い
。	

答口 

地
域
の
特
徴
や
良
さ
を
交
流
す
る
取
組

を
継
続
・
充
実
さ
せ
、
体
験
活
動
を
通

し
た
交
流
の
実
施
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質口 

学
校
間
を
超
え
た
人
と
人
と
の
交
流
を

行
っ
て
欲
し
い
。

答口 
学
校
間
で
目
的
を
共
有
し
な
が
ら
計
画

を
進
め
、
有
田
市
全
体
の
子
供
た
ち
の

体
験
活
動
を
通
し
た
学
び
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

底
が
必
須
で
す
が
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
？

答口 

対
象
地
域
の
皆
様
へ
の
本
事
業
の
周
知

に
つ
き
ま
し
て
は
、
具
体
的
な
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
元
の
自
治
会
長
を
は
じ
め
、

初
島
地
区
に
お
い
て
は
、
初
島
財
産
地
区
管

理
会
と
も
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
。

質口 

長
期
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
と
い
う

観
点
か
ら
、
10
年
間
と
い
う
期
間
を
設

定
し
取
り
組
む
と
の
事
だ
が
、
そ
の
よ
う
な

安
易
な
見
通
し
で
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た

計
画
案
を
求
め
る
。	

答口 

本
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

前
例
が
な
い
事
、
長
年
に
か
け
て
こ
の

様
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
お
お
き
な
課
題
に

対
し
、
一
般
的
な
手
法
で
は
、
前
に
進
ま
な

い
も
の
と
考
え
る
。

提　

言 

こ
の
問
題
を
次
世
代
に
残
さ
な
い
、

市
当
局
と
共
に
協
力
し
な
が
ら
解
決
に
向
け

全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

フ
ァ
ミ
ー
ル
産
院
あ
り
だ

開
院
に
あ
た
っ
て

質口 

開
院
か
ら
こ
れ
ま
で
の
利
用
者
数

答口 

４
月
の
分
娩
件
数
は
７
件
、
５
月
は
６

件
、
来
年
１
月
ま
で
の
分
娩
予
約
件
数

は
７
３
件
。

外
来
患
者
数
は
、
４
月
、
５
月
合
計
で
延

べ
７
９
８
人
で
す
。

質口 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
規
模
を
今
後
見
直
す

予
定
は	

答口 

糸
我
地
区
の
地
域
の
皆
様
に
ご
負
担
を

お
か
け
し
て
い
る
。
今
後
の
生
徒
数
を

踏
ま
え
、
バ
ス
の
サ
イ
ズ
変
更
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
く
。

質口 

個
人
ア
パ
ー
ト
の
駐
車
場
へ
回
避
し
、

バ
ス
の
通
過
を
待
つ
な
ど
の
対
処
を
さ

れ
て
い
る
。
駐
車
し
て
い
る
車
へ
の
接
触
事

故
な
ど
が
想
定
で
き
る
。	

　

産
院
に
向
か
う
妊
婦
さ
ん
が
、
安
全
で
安

心
し
て
こ
の
地
を
訪
れ
る
に
は
、
現
状
の
道

路
幅
員
で
は
問
題
が
あ
る
。
地
元
住
民
か
ら

も
安
全
・
安
心
へ
の
心
配
の
声
が
あ
る
。	

答口 

今
後
の
交
通
状
況
を
見
な
が
ら
、
道
路

整
備
に
つ
い
て
は
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

有
田
市・市
有
地
整
理
事
業
に
つ
い
て

（
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
）

質口 

本
事
業
の
趣
旨
に
「
で
き
る
と
こ
ろ
は

速
や
か
に
」
と
は
、
ど
の
部
分
を
ど
の

よ
う
な
根
拠
を
も
っ
て
明
記
さ
れ
て
い
る
の

か
？	

答口 

本
事
業
は
、
ま
ず
は
購
入
を
希
望
さ
れ

る
方
に
境
界
を
確
定
し
て
売
却
し
て
い

く
事
業
。
希
望
さ
れ
た
方
の
隣
地
の
土
地
使

用
者
が
特
定
で
き
次
第
、
希
望
さ
れ
た
方
の

境
界
を
確
定
し
、
測
量
、
売
却
契
約
、
登
記

を
速
や
か
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

質口 

第
二
回
希
望
者
を
募
る
前
に
、
第
一
回

説
明
会
に
不
参
加
の
５
６
．２
％
の
世

帯
に
理
解
を
求
め
る
丁
寧
な
説
明
と
周
知
徹

花
は な

野
の

仁
ひ と

志
し

【有志会】

武
た け

田
だ

豊
と よ

治
じ

【日本維新の会】
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ま
す
。
令
和
３
年
度
に
は
、
み
か
ん
栽
培
の

礎
を
築
い
た
有
田
み
か
ん
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
ま
た
、
有
田
・
下
津
地
域
の
石
積
み

階
段
園
み
か
ん
シ
ス
テ
ム
と
し
て
世
界
農
業

遺
産
へ
の
認
定
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
有

田
み
か
ん
ブ
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
有
田
市
原
産

地
呼
称
管
理
制
度
、
有
田
ク
オ
リ
テ
ィ
が
、

世
界
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
飛
躍
、
発
展
す
る

こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質口 

申
請
は
市
役
所
の
窓
口
以
外
で
で
き
な

い
か
。

答口 

移
動
困
難
者
支
援
で
す
の
で
現
時
点
で

は
、
電
話
で
の
申
し
込
み
、
郵
送
で
の

配
付
等
、
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

当
市
の
各
種
団
体
の

女
性
比
率
に
つ
い
て

質口 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
お
伺
い
し
ま
す
。

当
市
に
お
け
る
各
種
団
体
の
女
性
比
率
は
。

答口 

人
権
擁
護
委
員
を
は
じ
め
審
議
会
等
の

登
用
比
率
は
22
．７
％
、
市
職
員
女
性

管
理
職
割
合
は
24
．１
％
で
ご
ざ
い
ま
す
。

質口 

今
後
の
取
り
組
み
の
心
構
え
は

答口 

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
市
民

の
皆
様
に
「
男
女
共
同
参
画
」
の
意
識

が
浸
透
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

「
有
田
市
原
産
地
呼
称
管
理
制
度
」

に
つ
い
て

質口 

経
緯
、
意
義
、
効
果
、
今
後
の
予
定
に

つ
い
て	

答口 

２
０
１
０
年
、
有
田
市
原
産
地
呼
称
管

理
制
度
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
17

軒
の
篤
農
家
と
３
共
選
が
参
画
し
、
全
国
初

の
試
み
は
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
今
日

ま
で
、
紆
余
曲
折
、
様
々
な
制
度
の
見
直
し

な
ど
を
繰
り
返
し
、
直
近
の
令
和
５
年
度
に

は
１
１
５
軒
の
農
家
に
参
画
頂
い
て
お
り
、

14
年
間
の
取
り
組
み
継
続
が
、
市
場
に
お
け

る
黒
箱
の
高
品
質
有
田
市
認
定
み
か
ん
の
認

知
度
向
上
や
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
と
の
リ

ン
ク
に
よ
り
認
定
み
か
ん
の
生
産
量
が
伸
び
、

ま
だ
ま
だ
課
題
は
尽
き
な
い
も
の
の
、
農
家

さ
ん
の
収
益
増
な
ど
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
成

果
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
有
田
み

か
ん
産
地
の
今
後
益
々
の
発
展
を
確
信
し
て

い
ま
す
。

要

望 

ブ
ラ
ン
ド
の
力
と
い
う
の
は
、
情

報
の
発
信
、
栽
培
方
法
の
改
良
、
出
荷
制
度

の
工
夫
な
ど
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
の
総
合

力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
も
の
だ
と
思
い

有
田
川
下
流
部
の

土
砂
取
り
除
き
に
つ
い
て

質口 

有
田
川
下
流
部
の
土
砂
取
り
除
き
と
、

二
川
ダ
ム
放
流
量
と
回
数
に
つ
い
て	

答口 

放
流
回
数
は
過
去
３
年
間
で
予
備
放
流

を
含
め
12
回
、
時
間
は
１
，４
０
０
時

間
で
す
。

質口 

予
備
放
流
に
よ
り
河
床
に
堆
積
す
る
土

砂
が
大
量
と
な
り
、
１
ｍ
・
２
ｍ
も
底

を
高
く
し
て
い
る
。
特
に
安
諦
橋
か
ら
市
役

所
前
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
間
の
土
砂
取
り
除
き
が

必
要
と
思
う
が
。	

答口 

堆
積
土
砂
の
撤
去
、
堤
防
強
化
等
は
最

重
要
課
題
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
市

役
所
前
か
ら
新
大
橋
の
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
に
対
し
て
。
事
業
実
施
を
強
く
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て

質口 
デ
マ
ン
ド
バ
ス
利
用
無
料
で
の
進
展
は
。

答口 
申
請
人
数
は
、
75
才
以
上
の
方
が
１
５

３
名
。
障
害
等
を
お
持
ち
の
方
が
45
名

で
す
。
４
月
利
用
は
２
９
９
件
、
５
月
は
４

１
３
件
の
７
１
２
件
の
乗
車
で
す
。

成
な り

川
か わ

 満
みつる

【政有会】

小
こ

西
に し

敬
の り

民
た み

【日本共産党】
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質口 

行
政
の
効
率
化 

に
つ
い
て

答口 

有
田
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
単

に
紙
の
申
請
書
を
デ
ジ
タ
ル
に
変
え
る

だ
け
で
な
く
、
業
務
フ
ロ
ー
の
見
直
し
や
、

10
月
に
は
「
書
か
な
い
窓
口
」
が
開
始
予
定

で
あ
る
な
ど
、
利
便
性
向
上
と
と
も
に
、
業

務
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
丁
寧
な
対
応
や
新
し
い
ア
イ
デ
ア

の
創
出
に
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

提　

言 

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
よ
り
行
政
事
務

の
効
率
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
国
庫

補
助
に
頼
ら
な
い
財
政
を
期
待
し
ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

高
山
川
の
新
規
増
設
ポ
ン
プ
に
つ
い
て

質口 

高
山
川
増
設
ポ
ン
プ
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答口 

ポ
ン
プ
増
設
は
、
昨
年
の
県
議
会
９
月

定
例
会
に
て
、
事
業
費
８
，４
０
０
万

円
が
予
算
化
さ
れ
、
令
和
６
年
１
月
施
行
業

者
が
決
定
。
現
在
、
工
場
に
て
ポ
ン
プ
を
製

作
中
で
、
令
和
７
年
３
月
完
了
見
込
み
で
す
。

災
害
発
生
時
の
備
え

『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』

質口 

少
子
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
ひ
と
り
暮

ら
し
や
要
介
護
者
の
方
も
増
え
、
『
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
』
の
発
生
確
率
も
高
く

な
り
、
被
災
者
が
一
日
で
も
早
く
日
常
生
活

に
戻
る
た
め
の
『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
』
の
開
設
に
つ
い
て	

答口 

当
市
で
は
、
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受

け
る
よ
う
な
被
害
や
、
水
害
に
よ
る
泥

だ
し
や
家
の
片
付
け
な
ど
が
広
範
囲
で
、
行

政
や
市
民
の
対
応
能
力
が
超
え
る
災
害
と
判

断
し
た
場
合
に
想
定
し
て
い
る
が
、
今
後
、
災

害
救
助
法
の
適
用
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
平

時
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
を
行
い
被

害
状
況
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
に
努
め
ま
す
。

質口 

有
田
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
、
市
民
の
利
便

性
の
向
上
に
つ
い
て	

答口 

現
在
、
行
政
手
続
の
う
ち
、
小
・
中
学
校

入
学
等
祝
い
補
助
金
、
子
ど
も
医
療
費

の
受
給
資
格
登
録
、
小
児
予
防
接
種
な
ど
約

50
件
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
手
続
き
が
で
き
ま

す
。
令
和
10
年
度
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
４
０

０
件
の
手
続
き
が
、
24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
手
続
き
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み
ま
す
。

選
挙
に
つ
い
て

質口 

９
月
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
つ
い
て
、
有

権
者
に
、
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
の
か
。
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
、
当
局

の
対
策
案
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。	

　

ま
た
、
立
候
補
者
の
10
分
程
度
の
公
約
・

意
気
込
み
を
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
で

き
な
い
も
の
か
。	

答口 

若
年
層
の
方
を
対
象
に
、
期
日
前
投
票

所
の
立
会
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
実

際
に
立
会
人
と
し
て
選
挙
に
関
わ
る
こ
と
で
、

周
囲
に
も
波
及
す
る
よ
う
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ

配
布
、
街
頭
啓
発
、
市
の
ラ
イ
ン
や
メ
ー
ル

発
信
等
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
等
を

使
っ
た
選
挙
運
動
は
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、

活
用
機
関
な
ど
様
々
な
制
約
が
あ
り
ま
す
。

質口 
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
場
所
に
つ
い
て

で
す
。
選
管
の
資
料
で
は
、
○
○
さ
ん

畑
近
く
と
記
載
さ
れ
た
場
所
が
数
か
所
、
ま

た
、
車
で
は
行
け
な
い
所
も
数
か
所
あ
り
、

改
善
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。	

答口 

日
常
、
住
民
が
見
や
す
い
場
所
に
設
置

す
る
こ
と
を
前
提
に
選
挙
毎
に
定
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
精
度
を
高
め
る
よ
う
努
め

中
な か

西
に し

 登
と

志
し

明
あ き

【政有会】

川
か わ

島
し ま

 強
つよし

【無所属】

10ありだ市議会だより No.86選挙終了後禁止される挨拶行為は、当選御礼の葉書や看板を頒布、掲示すること。ただし、自筆の信書、 祝辞・見舞いの答礼のためにする信書は差し支えありません。



「
決
断
す
る
」、「
責
任
を
取
る
」を
使
命
と

し
て
仕
事
に
向
き
あ
っ
て
き
ま
し
た
。
い
ま

形
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
皆
さ
ん
に
賛
同
い

た
だ
き
、
協
力
、
実
行
し
て
い
た
だ
い
た
結

果
で
す
。

質口 

後
任
に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

答口 

市
役
所
職
員
の
皆
さ
ん
と「
何
の
た
め

に
取
組
む
の
か
」「
本
質
は
何
か
」等
を

大
切
に
様
々
な
も
の
を
積
み
上
げ
成
長
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
考
え
や
理
念
が
市
組
織
の

文
化
と
し
て
継
承
し
、
発
展
し
て
ほ
し
い
と

願
い
ま
す
。

有
田
市
幹
部
職
員（
特
別
職
含
む
）の

今
後
の
状
況
に
つ
い
て

質口 

経
済
建
設
部
理
事
の
後
継
に
つ
い
て

答口 

経
済
建
設
部
理
事
は
２
年
の
任
期
で
採

用
し
、
２
０
２
５ 

大
阪
･
関
西
万
博

の
本
市
へ
の
誘
客
に
向
け
た
環
境
整
備
、
Ｄ

Ｘ
推
進
、
ド
バ
イ
と
の
国
際
交
流
で
役
割
を

果
た
さ
れ
た
の
で
、
今
後
も
組
織
と
し
て
進

め
て
い
き
ま
す
。

質口 

退
職
さ
れ
る
方
の
後
継
に
つ
い
て

答口 

行
政
は
い
つ
の
時
代
も
継
続
性
が
求
め

ら
れ
、
責
任
が
あ
り
ま
す
。
人
が
変

わ
っ
て
も
行
政
の
継
続
性
は
求
め
ら
れ
る
た

め
、
今
後
も
組
織
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

９
月
で
勇
退
さ
れ
る
市
長
の
任
期
中

（
16
年
間
）の
思
い
に
つ
い
て

質口 

良
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

答口 

振
り
返
り
ま
す
と
様
々
な
課
題
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
財
政
健
全
化
や
中
学
校
統

合
政
策
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
和
歌
山
製
油
所
跡
地

な
ど
の
課
題
に
対
し
、「
方
向
性
を
導
く
」、

堀
ほ り

川
か わ

 明
あきら

【友和クラブ】

全国市議会議長会より、永年市政の振興に努められた功績に対して表彰状が授与されました。

全国市議会議長会永年表彰
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議員歴 25 年以上　生駒三雄 議員

議員歴 10 年以上　上山寿示 議員

特別
表彰

議員歴 20 年以上　児嶋清秋 議員

正副議長 4 年以上　西口正助 議員

一般
表彰



次回の定例会は９月下旬に開催予定です。
皆様の議会傍聴をお待ちしております！
詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。（☎83－2443）

議会だより広報編集委員会
委員長：岡田行弘　副委員長：武田豊治
委　員：堀川　明・小西敬民・中西登志明・花野仁志

有
田
市
議
会

市議会の仕事は、市民の意見や考えを、有
田市をよくするための「まちづくり」に生か
していくことです。
例えば、次のような仕事をしています。

・有田市の大切なルール「条例」（じょうれい）
を、決めたり、変えたりすること。

・有田市のお金の使い方「予算」（よさん）を、
決めたり、予算が正しく使われているかを
調べること。

・有田市の仕事について質問して、市の仕事
が正しく行われているかチェックすること。

・国などに対して、有田市をよくするためにこ
うしてほしいという意見を出すこと。

市議会はどんな仕事を
しているの？

市議会ではどんな
話し合いをしているの？

Vol.3

Vol.4

▲会議場の様子

▲傍聴席の様子

有田市の条例や予算について、決めたり、話し合ったり

する会議を「本会議」（ほんかいぎ）と言います。

市議会でどんな話し合いをしているか、ど
んな結果だったのかを知るためには、次の
ような方法があります。

・傍聴（ぼうちょう）する
市議会の話し合いの一部は、だれでも話し合
いの様子を見たり、聞いたりすることができま
す。議会では、この話し合いの様子を見たり、
聞いたりすることを「傍聴」と言います。

・インターネットで動画を見る
市議会の話し合いの一部は、インターネットで
動画を見ることができます。

・インターネットで話し合いの記録を読む
市議会の話し合いの一部は、インターネットで
話し合いの記録を読むことができます。

・議会だよりを読む
市議会では、１年に４回、市議会でどんなことが話
し合われたのかを紹介するために、「議会だよ
り」を発行して、みなさんのおうちに配っています。

また、議会だよりは、インターネットでも読むこ
とができます。

有田市議会の話し合いの様子は、傍聴することもでき

ますが、インターネットで動画や記録などを見ること

ができます。おうちの人と一緒に有田市議会のホーム

ページを見てみてください。
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ご意見 ･ ご質問：E-mail  gikai@city.arida.lg.jp


